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No.４5 

秋号 

本館 白子分館 

図書館だより 鈴鹿医療科学大学附属図書館 

202２年 10 月 5 日発行 

鈴鹿医療科学大学附属図書館 館長 藤原 芳朗 

※ 都合により変更する場合がございます 
通常 休日開館 閉館

  9：00-21：00 10：00-17：00 ー

        例年にない厳しい残暑と台風の影響に頭を痛め、「灯火親しむ秋」という言葉が空虚

なものとなってきた。 

  昨今の IT の進展は目覚ましいものがあり、電車の中でも嘗てのように読書する人は殆

ど見当たらず、携帯電話を手にしている人が圧倒的多数である。便利であり、かつ迅

速、正確、手間いらずで必要な情報が入手でき、他者との交信や映像を含む情報の送

受信も可能である。しかし、そこには何かしら虚無感が漂う気がしてならない。先般、

KDDI では設備の不具合により大規模な通信障害が発生し、甚大な被害が出たことは

記憶に新しい。実際、携帯電話が財布代わりの人も安否確認が必要な人も、その他、

携帯への依存度が高い人は大変な思いをされたであろう。便利ということの裏側には相

応の危険と背中合わせということを知らねばならない。 

 ところで、今年の読書週間（１０/２７～１１/９）のメインテーマは『この一冊に、ありがとう』である。多くの方々

から寄せられたものから選ばれたのがこの標語である。応募者の言葉として「読書で心が震える体験は、何

物にも代え難い奇跡のようなものだと思います。そして、自分の未来にはそんな奇跡がまだまだたくさん待

っているという妙な確信もあります。本に関わっているすべての人に感謝を伝えたいです。」と述べられてい

る。皆さまも心が震えるような一冊をもち、憂いの時も歓喜の時もこの書籍とともにというものを持ち、これから

の長い人生を送られたらいかがかと思う。個人的にはこの一冊といわれると、私は迷うことなく「歎異抄」を推

薦したい。 

「この一冊に、ありがとう」  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生を変える一冊  千代崎  

白子   ザ・ドキュメンタリー 

人生には四季がある。物事を四季

で捉えるようになって、春を喜び、

冬をやり過ごせるコツを得たよう

に思います。 

さて、秋は？やっぱり実りでしょ

うか？美味しく食べて、楽しく読

んで、紅葉を味わいたいですね。 


